
看護学研究科 看護学専攻 博士課程（前期） 

＜出題意図＞ 

看護学研究科看護学専攻のアドミッション・ポリシーに基づき、看護学専攻博士課程（前期）

での研究活動に必要とされる、看護実践能力に関わる専門的な知識や理論と、各分野への高

い関心を有しているかを問う出題である。 

＜解答のポイント＞ 

看護学研究分野 

英語  

看護・保健・医療に関する英文について、基本的な語彙、文法、構文を理解するとともに、

専門用語や文章全体の内容を正確に把握していることがポイントとなる。 

設問に応じて、英文から必要な情報を適切に抽出・整理し、その内容を正確に説明している

ことが求められる。 

研究分野の専門科目に関する小論文 

看護学の各専門分野に関する主要な概念や理論を理解し、提示された保健・医療・福祉に関

する看護上の課題を的確に把握していることがポイントとなる。 

専門分野において、個人・家族・地域などに生じる現象の本質的な課題と強みを多角的かつ

包括的に分析した上で、専門職と本人の観点から看護実践および価値の両価性を論理的に

記述することが求められる。 

また、現代における保健・医療・福祉の動向や現象から看護への社会的要請やビジョンを察

知し、看護実践や研究を関連づけて論述していることが重要となる。 

助産学実践分野 

研究分野の専門科目に関する小論文と基礎的知識 

ライフステージごとの母性看護の特徴、性と生殖に関わる課題、特に周産期の基礎知識と看

護実践に関して正確に理解していることがポイントとなる。

最近の性と生殖に関わる課題や周産期医療の動向を理解し、妊娠、分娩、産褥、新生児期お

よび女性と家族のライフサイクルに関する課題について、多角的な視点から状況を把握し、

看護職としての課題意識や支援のあり方について、論理的に記述することが求められる。


